
設
立
５
周
年
「
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ｏ
Ｍ
ｉ
フ
ォ
ー

ラ
ム
ｉ
ｎ
東
京
」
が
１
１
月
１
４
日
、
東

京
都
内
の
ホ
テ
ル
で
「
不
安
を
希
望
に
変

え
る
～
日
本
経
済
再
生
と
外
国
人
材
～
」

を
テ
ー
マ
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま

し
た
。

そ
の
中
で
、
未
来
を
創
る
財
団
の
國
松

孝
次
会
長
（
元
警
察
庁
長
官
・
元
ス
イ
ス

大
使
）
が
「
地
域
活
性
化
に
向
け
た
定
住

外
国
人
基
本
法
」
と
題
し
て
基
調
講
演
を

行
い
ま
し
た
。

講
演
の
内
容
は
、
日
本
に
お
け
る
外
国

人
比
率
は
Ｇ
７
諸
国
に
比
べ
相
当
低
く
、

ま
た
、
日
本
政
府
も
「
日
本
は
移
民
政
策

を
採
っ
て
い
な
い
」
と
い
う
公
式
見
解
を

採
り
続
け
て
い
る
。
２
０
７
０
年
に
は
日

本
の
外
国
人
比
率
も
１
割
を
超
え
る
と
の

推
計
も
あ
り
、
遠
く
な
い
将
来
、
日
本
に

も
諸
外
国
と
同
じ
事
態
が
訪
れ
る
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
。

こ
う
し
た
中
で
「
外
国
人
材
の
受
入
れ
」

の
問
題
に
つ
い
て
は
、
単
に
約
３
７
７
万

人
の
外
国
人
の
処
遇
の
問
題
で
は
な
く
、

「
人
口
の
不
可
逆
的
な
大
減
少
」
と
「
地

方
の
存
立
基
盤
の
崩
壊
」
と
い
う
危
機
に

直
面
し
て
い
る
１
億
２
４
０
０
万
人
の
日

本
人
社
会
全
体
に
関
わ
る
大
問
題
と
し
て
、

「
少
子
高
齢
化
」
や
「
地
方
創
成
」
な
ど

の
政
策
も
一
体
的
・
総
合
的
な
議
論
の
開

始
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

日
本
の
外
国
人
政
策
の
根
本
的
な
欠
陥

は
、
「
基
本
理
念
」
が
示
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
で
あ
り
、
基
本
法
に
「
統
合
」
を
明

記
し
て
い
る
ス
イ
ス
の
例
に
倣
い
、
日
本

も
外
国
人
政
策
の
「
基
本
理
念
」
を
「
外

国
人
材
の
日
本
社
会
・
文
化
の
統
合
」
と

す
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
外
国
人
材
を
「
人
手
不
足
解
消

の
た
め
の
安
価
な
労
働
力
」
と
し
て
で
は

な
く
、
地
域
経
済
・
日
本
経
済
の
「
担
い

手
」
と
位
置
付
け
た
上
で
、
「
地
域
、
ひ

い
て
は
日
本
全
体
を
豊
か
に
す
る
外
国
人

材
」
す
な
わ
ち
「
我
が
国
の
経
済
成
長
に

貢
献
す
る
外
国
人
材
」
に
つ
い
て
は
積
極

的
に
受
け
入
れ
て
い
く
、
と
い
う
考
え
方

を
「
基
本
方
針
」
と
す
べ
き
で
あ
る
。

ス
イ
ス
は
世
界
有
数
の
移
住
先
と
し

て
注
目
を
集
め
て
い
る
。
総
人
口
８
９
０

万
人
の
う
ち
外
国
人
が
２
７
％
を
占
め
、

多
様
な
文
化
が
共
生
す
る
独
特
の
社
会
を

形
成
し
て
い
る
。

ま
た
、
国
際
的
に
見
て
も
給
与
水
準
が

高
く
最
低
賃
金
も
安
定
し
て
い
る
た
め
、

多
く
の
移
住
者
に
と
っ
て
魅
力
的
な
労
働

環
境
が
整
っ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

長
ら
く
日
本
よ
り
高
い
出
生
率
と
思
わ

れ
て
い
た
中
国
だ
が
、
凄
ま
じ
い
急
降
下

を
し
、
国
連
の
発
表
値
に
よ
れ
ば
２
０
２

３
年
は
１
．
０
、
正
確
に
は
０
．
９
９
８

６
で
韓
国
同
様
１
．
０
を
切
っ
て
し
ま
っ

た
。
し
か
も
、
上
海
の
０
．
５
３
な
ど
、

特
に
東
北
部
を
中
心
に
軒
並
み
１
．
０
未

満
が
並
ぶ
。
日
本
同
様
、
西
南
部
よ
り
東

北
部
が
低
出
生
と
い
う
の
も
興
味
深
い
。

ヤ
マ
ト
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
傘
下
の
ヤ

マ
ト
運
輸
は
１
１
月
１
２
日
ベ
ト
ナ
ム
の

Ｆ
Ｐ
Ｔ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
傘
下
の
Ｆ
Ｐ

Ｔ
ジ
ャ
パ
ン
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
と
、
特

定
技
能
制
度
を
活
用
し
た
ベ
ト
ナ
ム
人
大

型
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
採
用
・
育
成

に
関
す
る
協
業
に
合
意
し
、
基
本
合
意
書

を
締
結
し
た
。

ヤ
マ
ト
運
輸
に
よ
る
と
、
日
本
の
大
型

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
平
均
年
齢
は
５

０
．
９
歳
で
、
全
産
業
と
比
べ
て
６
．
８

歳
高
い
。
一
方
で
、
運
輸
力
強
化
の
た
め

将
来
を
見
据
え
た
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー

の
育
成
が
喫
緊
の
課
題
に
あ
が
っ
て
い
る
。

ベ
ト
ナ
ム
で
は
海
外
で
の
就
労
希
望
者

が
年
々
増
加
し
て
お
り
、
優
秀
な
若
者
の

国
際
的
な
流
動
化
が
進
ん
で
い
る
。

Ｆ
Ｐ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
が
長
年
培
っ
て
き
た

人
材
育
成
ノ
ウ
ハ
ウ
と
ヤ
マ
ト
運
輸
の
安

全
教
育
を
融
合
さ
せ
、
外
国
人
ド
ラ
イ
バ
ー

の
育
成
・
定
着
・
成
長
支
援
の
基
盤
を
構

築
す
る
。
特
定
技
能
外
国
人
が
安
心
し
て

日
本
で
生
活
し
、
働
け
る
環
境
を
整
備
。

大
型
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
の
成

長
を
支
援
す
る
。
毎
年
１
０
０
人
の
採
用

を
め
ざ
す
。

日
本
で
の
育
成
は
１
年
間
。
留
学
生
と

し
て
日
本
語
学
校
に
入
学
し
、
日
本
語

（
Ｎ
３
レ
ベ
ル
）
と
日
本
文
化
（
応
用
）
、

ヤ
マ
ト
運
輸
監
修
に
よ
る
安
全
学
習
（
応

用
）
を
受
講
す
る
。
外
国
の
運
転
免
許
証

か
ら
日
本
の
運
転
免
許
証
へ
の
切
り
替
え

試
験
を
受
験
し
、
大
型
自
動
車
一
種
運
転

免
許
を
取
得
す
る
。

そ
の
後
、
特
定
技
能
外
国
人
と
し
て
５

年
間
勤
務
す
る
。
ヤ
マ
ト
運
輸
に
入
社
し
、

社
内
運
転
免
許
取
得
後
、
拠
点
間
輸
送
を

担
う
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
従
事

す
る
。
日
常
生
活
の
支
援
や
運
転
技
術
の

向
上
な
ど
を
支
援
し
、
安
心
し
て
働
け
る

環
境
を
提
供
す
る
。
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「
ヤ
マ
ト
運
輸
」
毎
年
１
０
０
人
採
用

ス
イ
ス
は
世
界
有
数
の
移
民
国
家

中
国
の
少
子
化
が
深
刻


